
はじめに 

わたしたちの三島村は、鹿児島県薩摩
さ つ ま

半島島の最南端
さいなんたん

半 長崎
ながさき

鼻
ばな

半ら 南南
なんなん

西
せい

約40kmの海上にある三つの島、竹島 硫黄島 黒島ら 成り立ってい

ます。鹿児島市の南埠頭
ふ と う

半ら 村営定期船「みしま」に乗り、約３時間で

最初にたどり着く竹島は、その名の通り全島を竹におおわれた緑あざや

らな島。そこら 30 分ほどで着く硫黄島は、活火山の硫黄岳
だけ

が煙
けむり

を噴
ふ

き、数々の伝説とロマンに彩
いろど

 れた島。さ に１時間 10 分ほどらけて

最後に到着する黒島は、森林におおわれ「ミニ屋久島」ともいわれる島。 

三者
み し ゃ

三
さん

様
よう

半の表情を見せるこれ の島々には、貴重な独自の自然 文

化 風習などが残されており、「三島村 鬼界
き ら い

半ルデラジオパーク」」や

「みしま県立自然公園」に指定されています。 

このように、三島村は豊らな大自然と特色ある伝統文化など、ユニク

」で個性的
こせいてき

な魅力
みりょく

がいっぱい詰
つ

まった村なのです。 

「三島村にはどんな未来が待っているのでしょうら」 

過疎化
ら そ ら

半や少子
しょうし

高齢化
こうれいら

半、高度
こ う ど

情報化
じょうほうら

半や地球規模
き ぼ

半での環境
らんきょう

半題 など時代

が抱
らら

える悩
なや

みはこの小さな離島の村を直撃
ちょくげき

しています。 

「この島々の貴重
きちょう

半な価値
ら ち

半を守りなが 、わたしたちの生活を豊らにし

ていく」ことはきっと難しいことですが、みんなで知恵を出し合って、

その答えを見つけていらなければなりません。そのためには「三島村が

どんな村なのら、どんな厳
きび

半しい題 を抱
らら

半えているのら、そしてどんなに

素晴
す ば

半 しい村なのら」自分たちで調べて、みんなで話し合い、気づいて

ほしいのです。 

この本を通して、三島村の人々や自然、歴史や伝統文化と出会ってく

ださい。そして、自分が生きているこの村に誇
ほこ

半りをもち、この村を愛し、

この村の明るい未来を応援する人に成長しても いたいと願っています。 

三島村教育委員会半教育長半室之園
むろのその

半晃
たら

徳
のり
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